
質 問 通 告 ・ 内 容 一 覧 表 

            議会傍聴者用 

質問順 質問議員 通告の標題・内容 

１ 狩野正雄 

◎ 鹿追高校生全国募集に対する支援体制 

  鹿追高校は来年度から入学生徒の一定数を全国から募集するこ

とになった。 

高校存続は鹿追町にとっても喫緊の課題であり、全国から入学生

を受け入れるためには生活支援などの体制や準備が重要である。 

  また、特色ある高校づくりを進めることが生徒募集・応募の鍵を

握ると考える。 

町として全国からの生徒受入れについてどう準備しているか。 

 １ 安心して高校生活を送るための寮の受入れ体制、管理人等の

体制は。 

２ 地域の支援や理解を得て広めるための行動計画の必要性は。 

２ 埴渕賢治 

◎ 行政改革の推進には民間委託・公設民営化が最大の効果 

本町では行財政改革を推進しており、タクシー利用による公用車

の廃止、ごみ処理・除雪の一部委託、バイオガスプラント利用組合

への委託など業務を委託することでその効果が表れていると考え

る。 

監督・指導を重視し、民間活力を最大限に生かすことが財政負担

軽減につながると理解している。 

今後は可能な限り民間委託・公設民営化にし、行政のスリム化を

図ることがまちづくりの方策と考えるが、町長の考えは。  



質問順 質問議員 通告の標題・内容 

３ 山口優子 

◎ ナキウサギを鹿追の環境・まちづくりのシンボルに 

  鹿追のまちづくり、観光を考えるにあたり、町内外の誰もが認

識する分かりやすいアイコン・シンボルが必要であると考える。 

   希少性が高く、親近感が持てて、効果を分かりやすくするため

のシンボルとしてナキウサギを前面にアピールしたまちづくり

を提案する。 

   カントリーサインやジオパークのシンボルマークをナキウサ

ギのデザインに変更する、観光のお土産にナキウサギのグッズを

作る、お土産のパッケージやパンフレット、役場の封筒にナキウ

サギのシールを貼るなど、町を挙げてナキウサギをアピールする

取り組みも効果的と考える。 

一方、ナキウサギの人気が高まり、生息地を脅かすことは防が

なければならない。すでに餌となる高山植物が踏まれるなどの状

況が確認されており、環境保全活動は急務である。 

   ふるさと納税の寄附目的にある「国立公園エリアの活用・保全

事業」を「ナキウサギなどの希少な動植物の保全事業」にし、寄

附金やナキウサギグッズの売上代金を保全活動に活用してはと

考える。 

   ナキウサギを含めた多様な生物が生息できる豊かな生態系の

確保にこれまで町はどのように取り組んできたか、今後の対策と

してどのような取り組みを考えているのか。 

ナキウサギのＰＲと保全活動を両輪で進めてほしいと考える

が。 

 


